
算数の中で「＝」「－」「＋」といった記号は子どもたちも知っていますが

低学年の子どもたちに不等号はなじみのない記号かもしれません。

でも実は、就園前のお子様でも「ライオンよりキリンのほうが高いね。」など

「Aより Bが高い」という表現で比較することもありますね。

小学校に入り、算数学習をした際に多く躓くのがこの「～より～が多い（少ない）」

などの表現の理解ができないことです。

この教材では『３>1』など不等号が成立するように数を置き、それを

「3は 1よりも大きい」などと言葉で表現をしてもらいます。

さらにその式に合うように文章問題を作成してもらうこともあります。

小さいころからこのような表現を理解しておくと文章問題に強くなります。

小学１年生　　（Ｓコース教材より）
　　　　　不等号　　
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Ｓ　『
ふとうごう
不等号』　

もんだい
問題にチャレンジしてみよう！

うえ
上の

あか
赤い□の

なか
中をことばであらわすと

きごう
記号の

い み
意味

　　●＝▲　　→●と▲は
おな
同じ

　　●＞▲　　→●は▲よりも
おお
大きい（▲は●より

ちい
小さい）

　　●＜▲　　→●は▲よりも
ちい
小さい（▲は●より

おお
大きい）

5は

は
より

しかくに
あ
当てはまる

すうじ
数字は どんな

すうじ
数字がありますか？たくさん

かんが
考えてみよう。
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